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　立教大学の正規学部留学生は、初年次の春学期に「大学生の日本語」の A と B、秋学期に C
と D を履修する。どちらもアカデミックな日本語力の習得を目指しているが、A と C は口頭発表、
B と D は読み書きに重点を置いている。B と D ではレポート作成のほか、レジュメの作成と発
















































　深川他（ 2016 ）は、大学における日本人と留学生を対象に、日本人学生のレジュメ 66 本と留
学生のレジュメ 15 本に対し分析を行っている。その結果、両者に共通して見られた問題点は 1 ）














































　本稿では「大学生の日本語」A ～ D のうち春学期開講の B と秋学期開講の D における実践を
報告するが、まず、「大学生の日本語」の概要について述べる。「大学生の日本語」は初年次の正
規学部留学生を対象とした科目だが、「総合日本語 6－8 」という科目が併置されており、短期留
学生と正規大学院生も同じ授業を受講することができる。正規学部生は春の B と秋の D を続け
て履修するが、短期留学生と正規大学院生は春学期の B のみ、あるいは秋学期の D のみを履修
することもできる。そのため、D のクラスは新しく加わる学生も無理なくついてこられるよう、
レジュメやレポートの基本を復習しながら進めている。なお、立教大学日本語教育センターでは
日本語のレベルが 0 から 8 まで 9 レベルあり、この科目は、J6、7、8 という中級後半から上級
の 3 レベルの学生が一つの教室で共に学ぶクラスとなっている。
　本稿で報告するのは、筆者が担当した 2019 年度春学期の「大学生の日本語 B（社営）6－8 」と
秋学期の「大学生の日本語 D（社営）6－8 」（以下、「大学生の日本語」B と D ）であるが、どち




　「大学生の日本語」B と D はどちらも表 1 に示すスケジュールで 100 分授業を 14 回行い、学期
毎に 2 つの大きなテーマを扱っている。それぞれのテーマについて、1 ）共通の資料を読み、内




























3 テーマ①－2　 書く技術の導入（レジュメの書き方 1 ） テーマ①漢字クイズ
4 テーマ①－3　レジュメ発表とディスカッション レジュメ①提出









9 テーマ①－7　 レジュメと小レポートのフィードバック テーマ②漢字クイズ
10 テーマ②－2　 書く技術の導入（レジュメの書き方 2 ）
レジュメ①再提出
小レポート①再提出
11 テーマ②－3 レジュメ発表とディスカッション*「大学生の日本語 D 」はビジターセッション レジュメ②提出





　ここでは、2 ）資料 A または B を読みレジュメを作成し、担当資料について発表してディスカ
ッションをするという実践について具体的に説明する。大学の演習科目などでは資料を分担して
レジュメを作成し、発表することがあるため、この力を養うことが本活動の目的である。まず、
レジュメの作成方法を学んだ後、教師の準備した資料 A と B のいずれかを読み、レジュメを作
成する。そして、作成したレジュメを見せながらペアでお互いに発表し合った後で、グループで






　春学期の B の第 3 回の授業で、レジュメの作成方法を導入した（表 1 参照）。まず、立教大学





書　文化へのまなざし』にある A と B の 2 つの資料を扱い、学生の半数が資料 A、半数が資料 B
を読んで各自レジュメを作成した。それぞれの資料をどのようにまとめればよいかイメージが持
てるように、ワークシートを準備し、空欄を埋めてレジュメの最初の部分を作る練習もした。最






あるかなどをコメントし合う時間をとった。その後、資料 A を読んだ学生と B を読んだ学生が
ペア（または 3 人）になるようにして、お互いの読んできた資料について説明し合い、質問した
り意見交換をしたりする時間を設けた。そして、クラス全体の前で、同じ資料を担当してきた学
生にそれぞれ資料 A と B についてレジュメを発表させ、内容に間違いがある場合や重要な箇所
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こと（図 1 の 1 番）で学生同士の違いを認識させ、さらに教師からのフィードバックをもとに問
題点を修正させ、次につなげることを意図した。
　春学期後半のテーマ 2 は『上級日本語教科書　文化へのまなざし』の「フリーターと仕事」を





　秋学期の D では、テーマ 1 は『上級日本語教科書　文化へのまなざし』の「個性と学び」を
扱った。テーマ 2 は、専門の授業により近い形にするため、「 AI 」をテーマとした 2 種類の新書





























　調査協力者は「大学生の日本語」B と D を履修しビジターセッションの回に出席していた正規
学部留学生とボランティアの日本人学生のうち、正規学部留学生 3 名と日本人学生 2 名である。
協力者の留学生の詳細を表 2 に示す。日本人学生 X は 4 年生、Y は 2 年生である。
表 2　協力者の正規学部留学生の背景
留学生 国籍 日本語レベル 入学前のレジュメ作成経験
A 韓国 春学期 J6 →秋学期 J7 なし
B 韓国 春学期 J7 →秋学期 J8 なし
C 中国 春学期 J7 →秋学期 J8 あり
5.2　留学生を対象としたインタビュー調査の結果とまとめ
5.2.1　レジュメの作成と発表という活動に対する留学生による評価























































































ると、J7 レベルの A は「自信はそこまでないですけど、でも学んだことを活用して取り組める








とで違いがあったか尋ねた。回答結果を表 4 に示す。〈 〉は筆者の発言である。















































































































































































































































学生の日本語」B と D は読み書きが中心のクラスであり、口頭発表は「大学生の日本語」A と C
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